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今日 はのんびり〝わが街〟を
観て過ごそう
ビデオで区政の課題やまちの出来事を紹介

している「ルックi n あだち」。現在、作品数

は90本。区の施設や金融機関など290力所で放
映しているほか、情報公開課と図書館で貸し
出しも行っています。スポーツや読書の秋も
いいけれど、秋の夜長にビデオ広報で〝わが
街〟観賞はいかがですか。もっと足立が好きに
なるかも知れません。

ビデオ広報「ルックi n あだち」

「まち工場」から様 々な アイ
デア商品 が生まれてい ます

子 ども のこ ろ 愛用 し て い た ラ ン ド
セ ルを〝 ミニ ラン ド セル 〟に 再 生

お

す

す

め

の

最
新
作
2
本

No. 56　がんばる町工場

地域とのつながりを求めて

3
人
の
若
者
が
区
民
レ
ポ
ー
タ
ー
と

な
り
、
区
内
の
「
ま
ち
工
場
」
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
カ
バ
ン
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等
、
企
業
が
様
々
な
技
術
や
ア
イ

デ
ア
を
駆
使
し
て
つ
く
り
上
げ
て
い
く

製
品
の
数
々
。
日
本
経
済
発
展
の
原
動

力
と
い
わ
れ
る
「
ま
ち
工
場
」
が
、
い

ま
新
た
な
地
域
と
の
関
わ
り
を
求
め
、

飛
躍
し
て
い
く
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

足
立
の
ま
ち
工
場
は
ガ
ン
バ
ッ
テ
ル

ぞ
が
(
V
H
S
2
2

分
)

特集　大自然を友に
～アドベンチャーキャンプの11日間～

今
年
の
夏

、
新
潟
県
湯
沢
町
の
山
中

で
1
0
泊
1
1‥日
に
渡
り
行
わ
れ
た
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
模
様
を
同
行
取

材

。X

内
の
小
学
生
4
5
人
が
親
元
を
離

れ

、
テ
ン
ト
張
り
や
食
事
づ
く
り

、
登

山
な
ど

、
大
自
然
の
中
で
い
き
い
き
と

活
動
す
る
姿
を
ご
I
`
t
く
だ
さ
い
。

(
V
H
S
2
0
分
)

借
り
方
は
本
と
同
じ

今
回
ご
紹
介
し
た
2
作
品
の
ほ
か
、

洵
5
3「
も
う
、エ
イ
ズ
を
増
や
さ
な
い
L
I
V
I
N
G
W
I
T
H
A
I
D
S

」、「N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
黔

、

歴
史
ア
ニ
メ
「
お
1
い

ア
ダ
ッ
チ

ー
」、
映
像
で
綴
る
「
足
立
の
昭
和
呂

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ビ
デ
オ
が
あ
り
ま

す
。
お
近
く
の
図
膺
館
ま
た
は
情
報
公

開
課
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ビ
デ
オ
広
報
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
…
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課
映
像

担
当
へ
S
(
3
8
8
2

丁
1
1
1

㈹

1
4分
野
　
1
3
5
人
を
表
彰

平
成
6
年
度
足
立
区
功
労
者

1
0月
1

日

「
区
民
の
日

」
に
、
平

成
6

年
度
足
立
区
功
労
者
表
彰
式
が

区
役
所
千
住
本
庁
舎
7

階
大
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
功
労
、
社

会
福
祉
功
労
な
ど
1
4
分
野
で

、
区
に

永
年
功
労
の
あ
っ
た
1
3
5人
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
ズ

敬
称
略
)

【
自
治
功
労
】
　

《
区
議
会
議
員

》
　

石
川
純

、
今
井

重
利

、
上
田
二
郎

、
人
神
田
賢
次

、

河
合
平
内

、
鹿
泌
隅

、
白
石
正
輝

、

田
中
章
雄

、
野
中
榮
治
、
瀏
崎
健
一

、

巻
田
清
治

《
消
防
団
員
》
　

池
田
康
重

、
石
井

作
平

、
伊
藤
正
信

、
井
深
敏
和
、
岩

田
溥

、
江
川
喜
代
吉
、
北
川
元
舂

、

後
藤
厚
男

、
佐
藤
方
泰

、
藤
澤
勇

、

山
野
松
雄

《
町
会
・
自
治
会
長
》
　

安
達
誠
二

、

栗
田
秀
利

、
栗
田
气

匝
井
秀
夫

、

古
田
孝
夫

、
松
森
輿
道

、
吉
田
繁
夫

《
行
政
功
労
者

》
　
ジ
ャ
ニ
ス

エ
デ

ィ
ス

テ
ィ
ー
ス
デ
ィ
ー
ル

【
社
会
福
祉
功
労
】

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員

》
　

中
浦

君
枝
、
西
野
喜
代
子

、
野
口
和
一

、

肖
田
兼
肖

《
保
護
司
》
　

相
場
修
造
、
瀬
田
ヤ

ス

、
田
口
和
男

【
社
会
生
活
功
労
】

《
社
会
生
活
事
業
功
労
者
》
　
須
々

木
と
し
枝

《
防
火
事
業
功
労
者
》
　
遠
藤
豊
、

大
原
盛
平
、
佐
野
泥
夫
、
鈴
木
太
一

郎
、
橋
本
賞
一

《
防
犯
事
業
功
労
者
》
　
佐
久
間
薫

了
、中
村
敏
郎
、星
野
敬
子

【
公
衆
衛
生
功
労
】

《
公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
》
　
飯
田

真

黒
羽
泰
治
、
横
山
光
藏
、
若
林

富
男

《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》
　
井
上

信
彌
、
井
上
登
志
江
、
小
倉
雅
光
、

里
村
良
弘
、
醍
醐
毅
、
萩
原
玲
一
、

馬
越
章
夫

《
保
健
医
療
事
業
功
労
者
》
　
岡
田

義
春
、
久
保
義
降
、
芝
囗
正
美
、
松

本
勇

【
学
校
教
育
功
労
】

《
教
育
功
労
者
》
　
秋
葉
敬
之
、塚
越

紀
久
男
、手
塚
義
正

《
私
学
振
興
功
労
者
》
　
石
鍋
新
藏
、

桑
田
俊
一
、
宝
田
文
勝

【
社
会
教
育
功
労
】

《
社
会
教
育
事
業
功
労
者
》
　
江
川

ス
ヅ

《
P
T
A
会
長
》
　
鈴
木
隆
一
、
寺

島
良
昭
、
庭
山
成
木
、
野
口
邦
明
、

布
留
川
裕
、
細
川
正
明

【
産
業
功
労
】
　

《
実
業
精
励
功
労
者
》
　
秋
山
秀
雄
、

五
十
畑
滿
、
植
田
清
、
今
野
好
美
、

佐
藤
槇
雄
、瀬
田
甚
一
、谷
口
満
勇
、

馬
場
英
雄
、
僵
砂
幸
男

【
建
設
功
労
】
　

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》
　
杉
浦

輝
行
、
豊
田
孝
一
、
中
澤
賀
久
、
西

川
易
、
村
田
有
利

【
統
計
功
労
】
　

阿
部
筍
一
、緒
形
多
津
江
、小
椋
保
、

加
藤
等
、
桐
生
嘉
一
、
小
島
信
夫
、

齊
藤
盛
夫
、志
沢
敏
子
、清
水
一
弥
、

商
木
敏
江
、
松
崎
正
雄

【
納
税
功
労
】

佐
賀
克
己
、
平
野
恒
夫

【
文
化
功
労
】

《
文
化
事
業
功
労
者
》
　
浅
香
智
明
、

浅
田
秀
穏
、
木
村
貞
藏
、
田
中
榮
壽

《
文
化
財
保
護
功
労
者
》
　藤
田
光
榮

【
体
育
功
労
】

《
体
育
事
業
功
労
者
》
　
石
井
惠
、

梶
明
司
、
小
金
井
寛
、
下
川
弘
明
、

烏
居
市
二
　

【
徳
行
者
】

足
立
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会
会
長

池
田
金
次
郎
、
足
立
解
体
協
会
会
長

佐
藤
三
郎
、
足
立
区
浄
土
宗
青
年
会

代
表

松
野
大
英
、
綾
瀬
パ
ン
ダ
フ

ァ
ミ
リ
ー
代
表

大
久
保
膺
二
、
飯

岡
英
昭
、
角
田
ふ
き
、
株
式
会
社
神

旧
屋
鞄
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長

生
田
順
洸
、
株
式
会
社
三
浦
工
務
店

三
和
会
会
長

前
澤
宗
高
、
社
団
法

人
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
足

立
支
部
支
部
長

北
弥
喜
夫
、
宗
教

法
人
長
安
寺
老
院

三
村
了
昭
、
貝

海
筍
太
郎
、竹
勇
会
会
長

猪
狩
勇
、

塚
田
寛
治
、
東
京
足
立
鞄
工
業
会
、

東
京
ガ
ス
足
立
中
央
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
足
立
中
央
住
設
株
式
会
社
代
表

取
締
役

宮
田
一
男
、
東
京
土
建
一

股
労
働
組
合
足
立
支
部
執
行
委
貝
長

藤
間
與
冶
、
東
京
西
新
井
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
西
新
井
遊
技
場
組
合
組

合
長

宮
木
武
男
、
山
崎
貞
二
郎
、

立
正
佼
成
会
足
立
教
会
教
会
長

野

崎
泰
宏

【
人
命
救
助
】

大
越
正
男
、
倉
橋
槁
郎
、小
嶋
五
郎
、

茂
木
榮
一

《
総
務
課
》

あなたの「時間の使い方」を
お聞かせください

1
日
2
4時
間
。
こ
こ
か
ら
、
仕
事

や
家
事
、
学
校
、
睡
眠
な
ど
の
時
問

を
除
い
た
時
間
が
、
あ
な
た
自
身
の

「
自
由
時
凹

。

皆
さ
ん
は
、
こ
の
「
自
由
時
間
」

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
趣
味
、
勉
強
、
そ
れ
と

も
疲
労
回
復
?

何
も
考
え
ず
に
ボ

ー
ツ
と
し
て
い
る
時
間
、
好
き
な
テ

レ
ビ
番
組
を
楽
し
む
時
間
な
ど
な

ど
、「
時
間
の
便
い
方
」は
人
そ
れ
ぞ

れ
1

。

平
成
7
年
1
月
発
行
の
「
あ
だ
ち

広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
で
は
、
こ
の

「
時
間
の
使
い
方
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
特
集
を
企
画
、
現
在
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

そ
こ
で

。
皆
さ
ん
の

「
時
間
の
使

い
方
」
を
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。ユ
ニ
ー
ク
な
時
間
の
使
い
方
や
、

自
由
時
間
を
つ
く
る
た
め
の
工
夫
な

ど
、「
時
間
」に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ

ば
何
で
も
結
構
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
=
(
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で

。
住

所
、
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、「
時
間
の
使
い
方
」に
つ
い

て
簡
単
に
お
奮
き
く
だ
さ
い
　
期
限
-
1
0

月
3
1日
必
着
　
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
広
報
課

〒
1
2
0千住
1
-
4
-
1
8

昔
(
3
8
8
2
了
1
1
1

㈹

◎ 毎月1 日( EXP) ・10日 ・25日 発行
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5 年度決算の
あらまし

5 年度の決算がまとま
り、現在、第3 回区議会定
例会で審議中です。区民の
皆さんが納めた税金は、ど
のように使われたのでしょ
うか。5 年度決算の概要を
お知らせします。

本
決
算
は

開
会
中
の
区
議
会

で
審
議
中
で
す

□
一
般
会
計
　
歳
入
(
2
千
3
2
0億円
)

5
年
度
は
景
気
低
迷
の
影
響
で
特
別

区
税
が
減
収
と
な
り
、
4
7
8億円
と
対
前

年
度
比
M
%
の
減
。
特
別
区
交
付
金
は
6
8
8

億
円
と
対
前
年
度
比
0
.
3
%の増
と
な

り
ま
し
た
が
、
歳
入
に
占
め
る
一
股
財

源
の
割
合
が
前
年
度
を
凵
ポ
イ
ン
ト
下

回
り
、
構
成
比
は
5
3・
8
%
と
な
り
ま

し
た
。

特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
1
6
5

億
円
、
対
前
年
度
比
U
%
の
増
。
都
支

出
金
は
5
7億
円
、
対
前
年
度
比
2
.
1
%の

増
。
特
別
区
債
が
1
8
0億円
、
対
前
年
度

比
口
%
の
増
で
し
た
。

□
一
般
会
計
　
歳
出
(
2
千
2
6
2億円
)

行
政
改
革
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、

職
員
定
数
の
抑
制
等
に
よ
り
、
歳
出
に

占
め
る
義
務
的
な
経
費
の
割
合
が
前
年

度
よ
り
H
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
3
5・
5
%

と
な
り
ま
し
た
。

節
減
努
力
し
た
財
源
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、区
民
保
養
所
、こ
ど
も
科
学
館
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
、伊
興
遺
跡
公
園
、

統
合
新
校
♀
寿
桜
小
学
校
)
の
建
設
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
や
親
水
水
路
・
公

園
・
道
路
等
の
基
盤
整
備
な
ど
、
将
来

へ
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
・
施
策

に
積
極
的
に
充
て
ま
し
た
。

区
で
は
、
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営

を
図
り
、
さ
ら
に
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
構
成
比
、
伸
び
率
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
科
目
別
・
千
円
単
位
の
数
値

を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

平成5 年7 月にオープンした「那須・森の家」

5年度に行った主な率業
〔まちづくり施策の展開〕　( 単位: 万円)

〔1 〕商哂衙瑠澆菫働率樂25617　　　( 2)
麭寔水路の● 儀および薑持管理 ¶ 76G37　　　( 3)
公共下7§ (画雖儀746275　　　( 4)
柵甬肝蘯道路蹇員488195　　　

〔5 〕公圜( 造成・改良) 署員254026　　　( 5)
土地区匯窰履64079

〔地域保健福祉施策の展開〕
( 1) 社会福筐法人钁n7謨勸事矍15016　　　( 2)

シルバーピ冫の霎傭・運営23961　　　( 3)
特9巣 謨老人ホーx』・高● 者在宅126505　　　　　
サービスセンターの建設

( 0 偲合翊ラン・イアセンターの瞳設16106　　　
〔5 〕高齢者登録ホームヘルパーの派● 22831　　　( 0

儺● 畛舊の推進64395　　　
〔7 〕区民保鍵所の建設140406

〔生涯学習推進施策の展開〕
〔1 〕住区センター建般159085　　　( 2

に ども桐学館・西価爿文耙ホール1164691　　　
〔3 〕伊胃遣蓐公圜の建設24152　　　
【4 】耜合スポ ツセンタ 改●・・32613　　　( 5)

生涯学習情報・啓発1189
〔国際化・情報化の対応〕

( 1) 中学生の溷外派遣1820　　　( 2)
憾域嘴壥化の推進1068　　　

〔3 〕電子針籌相● 高度利用129470　　　( 4)
あいネット215347

〔学校教育の充実〕
( 1) 教育振輿公紅運営助成等42783　　　( 2)

教育a 究甬の欄膣9435　　　( 3)
統合新筏の儺殷335872　　　( 4)
臨洒鹿設建設170539　　　( 5)
菻飃施設建設15477

〔緊急課題への対応〕
( ! ) 庁舎節利用事軍黔画策定苓3936　　　( 2)

リサイクル推進11791　　　( 3)
珂川瀏 匕搴婁の推薑16262

財源別歳入決算額

※ 　( 　)内 の 数値 は、 全体に 対す る構成 比 です。
〔　 〕内 の 数値 は、 前年 度 に対 する 増減率 で す。

性質別歳出決算額

性質 別 歳出 決算 額 …輸 入の 使い み ちを人 件 費( 職員 等に 支 払われ る給 与) 、 投資 的経 費( 工
事 費・ 用 地費) な どの 性質 によ って 分 類した もの

目的別歳出 決算 額

目的別歳出決算額… 歳入の使いみちを、民生費( 社会福祉関係費) 、教育費( 学校・社会教
育関 係 費) など の 施策 の目 的によ っ て分 類し たもの

用地 特別会計

平成5 年度より公共用地を先行取得
するため特別会計を新設しました。

国民健康 保険特別会計 老人保健医療特別会計

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
)

江
一
尸
時
代

、同
和
地
区
の
人
び
と
は

、

篏
し
い
差
別
に
甘
ん
じ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か

。

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
当
時
、
部

落
へ
の
差
別
的
弾
圧
が
強
ま
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
は

、裏
が
え
し
に
す
れ
ば

、

部
落
側
か
ら

、
身
分
的
抑
圧
を
は
ね
か

え
し
、
解
放
を
求
め
よ
う
と
す
る
運
動

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。江

戸
時
代
も
1
9世
紀
に
入
り
ま
す

と
、
年
貢
の
収
奪
強
化
、
都
市
で
の
米

価
の
急
騰
な
ど
に
よ
る
世
情
不
安
か
ら

各
地
で
百
姓
一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
が
起

き
ま
し
た
。1
8
3
3

年
か
ら
1
8
3
6

年
に
か
け
て
の
全
国
的
な
き
き
ん

(天
保
の
き
き
ん
)
も
、
そ
れ
に
拍
車

を
か
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
不
安
に
対
し
て
、

幕
府
の
再
建
、
幕
衍
の
権
威
の
回
復
の

た
め
に
幕
呀
は
改
革
を
す
す
め
た
の
で

す
。こ

れ
が
天
保
の
改
革
と
い
わ
れ
る
も

の
で

、
内
容
は
、
衣
食
住
に
対
す
る
倹

約
の
奨
励
、
出
版
、
風
俗
の
取
り
締
ま

り
、
震
民
の
都
市
へ
の
出
か
せ
ぎ
の
禁

止
な
ど
、非
常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当
へ

女
性
の
意
識
と
実
態
に
関
す
る

世
論
調
査
に
ご
協
力
を

区
で
は

、
女
性
行
政
を
一
襴
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、妥
性
の
意
識

と
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
結
果

は
統
計
的
に
数
字
で
処
理
し
ま
す
の

で
、
個
人
の
名
前
が
出
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
調
査
の
対
象
と
な
ら
れ

た
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
=
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
印
為

に
選
ん
だ
区
内
在
住
の
2
0
歳
以
上
6
5

歳
未
満
の
女
性
の
方
2
千
人
　
調
査

方
法
-
j
対
象
者
宅
に
、郵
送
で
調
査

票
を
送
付
後
、後
日
調
査
員
か
回
収

に
伺
う
郵
送
留
置
回
収
調
査
　
調
査

期
間
=
1
0
月
1
4
日
～
3
1
日
　
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係

a
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

1
0
月
1
6
日
～
2
2
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
な

ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う

な
と
き
は
、「
行
政
相
談
委
貝
」が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。「
行
政
相
談
委

員
」
は
。
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
総
務
庁
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
受

け
し
、適
切
な
処
置
や
助
一
語

を
吁
う
な
ど
、身
近
な
と
こ

ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。足

立
ぼ
で
は
、次
の
と
お
り
特

設
行
政
相
談
を
開
設
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。相
談
は
無
料
、秘
密

厳
守
で
す
。　
日
時
=
1
0
月

1
9
・
2
0
日
、午
後
1
時
～
4

時
　
場
所
=
西
新
井
サ
テ
ィ

正
面
玄
関
(
西
新
井
駅
東
口
)

※
行
政
相
談
は
次
の
と
お
り
常
設
し

て
い
ま
す
　
日
時
=
毎
月
第
3
金
曜

日
、午
後
1
時
～
4
時
　
場
・
問
先

=
千
住
本
庁
舎
・
X
民
相
談
室

容
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

行政相談委員名簿

検
察
審
査
員
候
補
予
定
者
の

調
査
に
ご
協
力
を

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
は
、

現
在
、
検
察
審
査
会
検
察
審
査
員
候

補
予
定
者
の
郵
送
に
よ
る
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。検
察
審
査
会
と
は
、選

挙
権
を
有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら

く
じ
で
選
ん
だ
H
人
の
審
査
員
が
、

検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
(
不
起
訴
処
分
)
の
よ
し
あ
し
を

審
査
す
る
組
織
で
す
。
今
回
、
足
立

区
の
選
挙
人
名
簿
か
ら
、
く
じ
で
1
1
6

人
の
検
察
審
査
員
候
補
予
定
者
か
選

び
ま
し
た
。選
ば
れ
た
方
に
は
、調
査

票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

◎ 不動産衝頭無料相談会　10月15日( 土) 、午前10時～午後4時/北千住駅西口駅前/ ( 社) 全日本不動産協会　　3261- 9352
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保
健

ガ

イ

ド

第
4
回
は
つ
ら
つ
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

4
け
健
康

広
が
れ
ふ
れ
あ
い

の
テ
ー
マ
の
下
に
、「
は
つ
ら
つ
ど
ん
ど

ん
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
す
。
参
加
グ
ル

ー
プ
も
国
際
色
豊
か
な
今
年
は
、
歌
あ

り
踊
り
あ
り
寸
劇
あ
り
の
、
盛
り
た
く

さ
ん
の
内
容
。
そ
の
中
で

。
皆
さ
ん
と

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
=
H

月
2
日
(
水
)
、
午
前
1
0時

～
午
後
3
時
　
内
容
=
午
前
の
部
…
は

つ
ら
つ
会
参
加
グ
ル
ー
プ
の
発
表
・
展

示
体
験
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
/
午
後
の
部
・
:

寸
劇
「
は
つ
ら
つ
家
族
」、
講
演
会
「
世

界
か
ら
み
る
足
立
区
の
健
康
づ
く
り
」

(結
核
研
究
所
国
際
協
力
部
・
松
田
正

己
氏
)
　
場
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

相
談
所

さ
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

カ
ゼ
に
負
け
な
い
栄
養
学
の
A
B
C

日
時
=
1
0
月
2
6
・
3
1
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
　
内
容
=
1
日
目
…
ヵ

ゼ
を
ひ
か
な
い
た
め
の
食
生
活

、
調
理

実
演
試
食
(

ご
飯
茶
わ
ん
・
小
皿
・
は

し
・
筆
記
用
具
を
持
参
)
/
2

日
目
・・・
体

力
づ
く
n
と

運
動
(

運
動
し
や
す
い
服

装
と
靴
を
持
参
)
　
定
員
=
3
0
人
(
先

着
順
)
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
　

場
・
申
・
問
先
上
采
和
保
健
相
談
所

{
`
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ねたきりにさせない

まちづくり

看 護 教 室

介
護
し
て
い
る
人
も
介
護
さ
れ
て
い

る
人
も
、
地
域
の
中
で
楽
し
く
生
き
て

い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で

現
在
介
護
し
て
い
る
方
、
看
護
を
学
習

し
た
い
方
、
興
味
関
心
の
あ
る
方
、
一

緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
男
性
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。　
日
時
等
=
表
1

の
と
お
り
　
定
員
泯
J
人
　
費
用
―

無
料
　
申
込
=
電
話
　
場
・
申
・
問
先
=

足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表1　 看護教室日程等

※ いずれも時間は、午後1時30分～4時です。

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査

□
消
化
器
が
ん
検
診
(
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
)

検
診
日
・
場
所
=
表
2
の
と
お
り
　
対

象
=
3
5歳
以
上
の
区
民
　
申
込
=
(
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
検
診
日
・
場

所
(
第
3
希
望
ま
で
)
、
消
化
器
が
ん
検

診
希
望
と
明
記
　
期
限
I
H
月
に
受
診

を
希
望
す
る
方
は
1
0月
2
0日
。1
2月
、1

月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
受
診
希

望
日
の
前
月
2
0日

※
受
診
票
は
、
検

診
日
の
前
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す

表2　 消化器がん検 診日 程

□
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
つ
検
診
で
す
。　
対
象
ふ
J
歳
以

上
の
区
民
　
場
所
=
区
内
契
約
医
療
機

関
　
受
診
日
‥
l受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
、
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
う
ぇ
受

け
て
く
だ
さ
い
　
申
込
=
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
女
性
が
ん
検
診
希

望
と
明
記

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
『

高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す
。　
対

象
目
‥
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
4
年
4
月
1

日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場
所
=
区
内
契
約
医
療
機
関
　
受
診
期

間
―
翌
年
3
月
ま
で
　
申
込
9
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
収
人
健
康
診

査
愬
夛
萌
記

-

い
ず
れ
も
-

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係

〒
1
2
0千住
1
-
4
1
1
8

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

講
演
会
「
こ
こ
ろ
の
病
」

わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
の
多
い
の
が
、
こ
こ
ろ
の
病
気
で

す
。
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
病
気
の
悪

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
病
に

つ
い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
-
1
0月
2
6日
(
水
)
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
　
講
師
1
天
笠
崇
氏

(み
さ
と
協
立
訶
院
精
神
神
経
科
医

師
)
　
場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

き
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

催

し

物

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

日
時
=
1
1月
1
9日
(
土
)
、
午
前
8
時
3
0

分
に
千
住
本
庁
舎
前
集
合
　
コ
ー
ス
=

郷
土
博
物
館

花
畑
大
鷲
神
社
(
酉
の

市
)
、花
畑
記
念
庭
園
、生
物
園
等
　
定

員
=
4
0人
(
抽
選
)
　

費
用
―
観
光
協

会
会
員
…
千
5
0
0円/
会
員
外
=
2
千
円

(当
日
現
地
支
払
い
、昼
食
付
き
)
　
申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
申
込
者
全
員
の
住

所
、氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、会
早

会
員
外
の
別
、「
区
内
施
設
め
ぐ
り
希

望
」
と
明
記

※
1
枚
で
4
人
ま
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
(
重
複
(
ガ
キ
は
無

効
)
　
期
限
八
…
J月
1
8日
消
印
有
効
　

申
・
問
先
=
足
立
区
観
光
協
会
(
中
央

本
町
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内
)
〒
1
2
0中

央
本
町
l
l
ワ

ー
ー

{‘
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

- 荒川クリエーション' 94-

荒川クリーンエイド

( 荒川一斉清掃)

荒
川
放
水
路
通
水
7
0
周
年
記
念
事
業

の
ひ
と
つ
と
し
て
、荒
川
沿
い
の
二
市

八
区
に
お
住
ま
い
の
方
、各
種
団
体
等

に
よ
り
行
わ
れ
る
荒
川
の
一
斉
清
掃
　

「荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
」
。足
立
区
で

は
、荒
川
河
川
敷
西
新
井
鴒
緑
地
(
左

岸
)
で
行
い
ま
す
。区
民
の
皆
さ
ん
の

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。な
お
、当
日
は
。よ
り
深
く
荒
川

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、ゴ
ミ
デ
ー

タ
収
集
や
水
質
検
査
も
予
定
し
て
い
ま

す
。　
日
時
=
1
0
月
2
3
日
(
日
)
、午
前

9
時
～
H
時
※
集
合
場
所
は
西
新
井

僑
北
詰
で
す
　
問
先
=
計
画
調
整
課

{一一
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

ミッキーやミニーに

会いに行きませんか!

区
内
在
住
の
肢
体
不
自
由
児
の
皆
さ

ん
を
バ
ス
で
「東
京
デ
ィ
ズ
ー
〒
ラ
ン

万
へ
ご
招
待
し
ま
す
。　
日
程
=
1
0

月
3
0
日
(
日
)
　
申
込
`
話
　
期
限

=
1
0月
1
5日
　
申
込
先
=
足
立
区
肢
体

不
自
由
児
者
父
母
の
会
・
高
橋

き
(
3
8
8
3
)
1
1
1
2

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
課

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ひ

ろ
ば

-

催
し

物

-

☆
ひ
ま
わ
り
作
業
所
・
綾
瀬
福
祉
園
合

同
運
動
会
　
1
0
月
1
6
日
(
日
)
、午
前
9

時
1
5
分
～
午
後
3
時
3
0
分
(
雨
天
の
場

合
は
2
3日
に
順
延
ン
第
四
中
学
校
/

西
新
井
ひ
ま
わ
り
作
業
所
・
黒
沢

さ
(
3
8
5
6
)
7
5
1
0

☆
「学
び
広
げ
よ
う
子
育
て
の
輪
」大

学
習
会
　
1
0
月
2
2
日
子
)
、午
後
1
時

3
0
分
～
5
時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
無

料
/
保
育
室
あ
り
/
足
立
幼
年
教
育
研

究
集
会
実
行
委
員
会

昔
(
3
8
4
0
)
6
6
8
4

☆
た
け
の
こ
文
化
祭
　
1
0月
2
2
2
3日
、

午
前
1
0時
～
午
後
5
時
/
竹
の
塚
障
害

嵋
祉
館
/
リ
(
ビ
リ
訓
練
を
卒
業
し
た

自
主
グ
ル
ー
プ
の
編
み
物
、陶
芸
、和

紙
工
芸
等
の
作
品
展
示
・
販
売
/
山
口

{
一
一
(
3
8
8
5
)
1
2
7
9
`

☆
「綾
瀬
の
歴
史
を
探
る
」　
1
0
月
2
0

日
・
H
月
2
・
一
打
日
・
1
2
月
I
・
1
5
日
　

(
全
5
回
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
/

綾
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー
/

プ
ロ
グ
ラ
ム
=

古
隅
田
川
と
新
田
開
発

、
綾
瀬
川
と
舟

運
な
ど
/

講
師
=

足
立
風
土
記
編
纂
委

員
・
安
藤
義
雄
氏
/

無
料
(

教
材
費
等

実
費
負
担
)
/
綾
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
6
2
8
)
9
9
0
8

☆
バ
ザ
ー
　
1
0
月
3
0
日
(
日
)
、午
前
1
0

時
3
0
分
～
午
後
2
時
(
雨
天
決
行
)
/
城

北
養
護
学
校
/

電
気
用
品
、
家
具
、
日

用
品
雑
貨
等
の
品
物
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す

。届
け
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

取
り
に
う
か
が
い
ま
す
/

花
畑
共
同
作

業
所
a
(
3
6
2
0
)
5
7
4
1

☆
家
事
家
計
講
習
会
　
1
0
月
2
7
日
・
1
1‥一

月
4

日
/

亀
有
社
会
教
育
会
館
/

网
円

(
2
回
分
)
/

託
児
室
(
要
予
約
)
・
:
1

回
旛
円
(

軽
食
付
ン

梶

昔
(
3
6
2
9
)
6
9
7
り
`

-

募

集
-

☆
江
北
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
木
曜

日
、午
後
8
時
/
上
沼
田
町
民
会
館
(
江

北
三
丁
目
)
/
入
会
金
3
千
円
、月
額
3

千
円
/
大
久
保

昔
(
3
8
5
6
)
6
0
5
1

☆
墨
絵
ク
ラ
ブ
「く
れ
竹
会
」　
第
1
・

3
木
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
エ

ル

ーソ
フ
ィ
ア
等
/
講
師
=
田
中
秀
穂

氏
/
月
額
千
沺
円
/
井
川

S
(
3
8
9
9
)
5
1
0
8

☆
キ
ャ
ハ
ハ
・
笑
顔
C
L
U
B
　

ア
ト

ピ
ー
性
皮
フ
炎
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

明
る
く
考
え
て
い
く
ク
ラ
ブ
で
す
/
無

料
/
鶴
岡

昔
(
3
8
8
5
)
9
0
1
7

☆
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ク
ル
(

社
交
ダ
ン
ス
)
　
毎
週
土
曜
日
、
午

後
7
時
I
9
時
/
西
部
区
民
ホ
ー
ル

等
/
初
級
・
中
級
の
方
/
入
会
金
千
円
、

月
額
3
千
円
/
児
玉

{一一
(
3
8
5
3
)
5
7
4
0

健康 あ・ら・かると
- 生活衛生編 -

道
端
の
落
と
し
物

道
端
に
落
ち
て
い
て
困
る
も
の
…
…

空
き
缶
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
。
そ
し
て

犬
の
フ
ン
。
困
ら
な
い
の
は
中
身
の
入

っ
た
サ
イ
フ
?

笑
い
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
は
落
と
し
物
ワ
ー
ス

ト
3
で
す
。

最
近
、
犬
猫
の
フ
ン
尿
防
止
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
利
用
す
る
方
法
が
一
部
の

マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
玄
関

わ
き
や
垣
根
の
傍
ら
に
置
い
て
お
く
と

犬
猫
が
近
寄
ら
な
い
と
忿
う
わ
け
で

す
。ひ

と
こ
ろ
駅
の
ホ
ー
ム
等
、
町
中
に

見
ら
れ
た
野
バ
ト
よ
け
の
目
ん
玉
カ
ー

ド
と
同
類
の
発
想
の
よ
う
で
す
。

は
た
し
て
効
果
が
あ
る
の
か
、
実
行

し
て
い
る
人
に
た
ず
ね
て
み
た
と
こ

ろ
、
本
人
も
半
信
半
疑
で
、
む
し
ろ
犬

と
散
歩
中
の
飼
い
主
に
注
意
を
促
す
意

味
で
置
い
て
あ
る
、
と
の
言
葉
に
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

欧
米
諸
国
の
大
都
市
で
は
、
頻
繁
に

犬
の
フ
ン
が
み
ら
れ
ま
す
。
日
本
と
違

い
大
型
犬
が
多
い
だ
け
に
形
状
も
見

事
?
で
す
。こ
う
し
た
落
と
し
物
は
、

専
用
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
で
回
収
さ
れ
ま

す
。
回
収
費
用
は
飼
い
主
か
ら
の
税
金

で
賄
わ
れ
る
そ
う
で
、
歴
史
と
文
化
の

違
い
を
垣
間
見
る
思
い
で
す
。

犬
は
食
事
以
上
に
散
歩
が
好
き
と
い

わ
れ
、
散
歩
は
愛
犬
と
の
最
良
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
け
れ
ど
、
散

歩
途
中
で
愛
犬
の
フ
ン
に
、
知
ら
ん
ぷ

り
す
る
一
部
の
飼
い
主
の
行
動
は
、
道

行
く
人
ば
か
り
か
他
の
多
く
の
愛
犬
冢

に
も
迷
感
奮
及
ぼ
し
ま
す
。

回
虫
な
ど
の
寄
生
虫
が
い
る
フ
ン

を
、
他
の
犬
が
匂
い
を
哽
い
だ
り
な
め

た
り
し
て
病
気
が
移
る
こ
と
に
も
な
る

か
ら
で
す
。
路
上

の
落
と
し
物
か
ら

人
へ
の
感
染
は
、

直
接
的
に
は
な
い
に
し
て
も
、
不
快
感

を
与
え
ま
す
。

愛
犬
と
の
散
歩
に
は
、
シ
ャ
ベ
ル
と

新
聞
紙
を
持
っ
て
楽
し
く
出
か
け
た
い

も
の
で
す
。

落
と
し
物
ワ
ー
ス
ト
3

を
解
消
し

て
、
心
地
好
く
安
心
し
て
歩
け
る
道
に

し
て
い
く
に
は
。
区
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
で
す
。

《
足
立
・
千
住
保
健
所
》

◎ 無料法律相談　10月15日( 土) 、午後1時～6時/教育研究所/10月13・14日に電話予約/東京弁護士会事務局　　3592- 9955
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鉄道系交通網の整備

常磐新線、日暮里・舎人線
の建設促進

環状交通【東西】

の誘致を目指
します

わたし たちの長年 の願いである 交通網

の整備 。現在進行中 の常磐新 線( 平成12

年開業予 定) 、日 暮里・舎人線( 平成11年

開業予定) の計画 進行状況と 今後のスケ

ジュール について お知ら せし ます。

◇
常
磐
新
線
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
8
年
度
中
に
着
工
予
定

常
磐
新
線
は
、秋
葉
原
か
ら
筑
波
研

究
学
園
都
市
ま
で
伸
び
る
総
延
長
約
5
8

・
3
㎞
の
新
線
で
す
。
開
業
は
平
成
1
2

年
で
、区
内
に
は
1
つ
の
駅
が
で
き

る
予
尼
で
す
。
新
浅
草
駅
付
近
か
ら
都

県
塊
(
綾
瀬
川
)
ま
で
の
都
市
計
画
素

案
に
つ
い
て
は
、今
年
の
2
月
に
説
明

会
を
開
き
、7
月
に
は
都
市
計
画
案
の

縦
覧
お
よ
び
説
明
会
奮
口
い
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
秋
葉
原
駅
か
ら
新
浅
草
駅
閧
に
つ
い

て
は
、都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
般
区
間
=
新
洩
草
駅
(
仮
称
)
付
近

か
ら
都
県
塊
(
鮫
瀬
川
)
閧
開
業
予

定
=
平
虞
1
2
年
駅
の
位
置
0
表
1
　

平
嵎
7
年
度
中
に
都
市
計
画
決
定
を

行
い
、平
吮
8
年
度
中
に
必
要
な
手
統
`

励

整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
工
事
に
着
手

麦

予

瑪

手

。

表1　 常磐新線計画( 新浅草駅付近・都県境間)概要図

平面図

縦断面

◇ 日暮里・舎人線の
スケジュール
平成8 年度中に着工予定

日
暮
里
・
舎
人
線
は
日

暮
里
を
起

点

と
し

、
舎
人
地
区
に
至
る
延

長
約
1
0
㎞

の
新
交
通
シ
ス
テ

ム
(

図
1

参
照
)

で

す

。
開
業
は
平
虞
1
1
年
を
予
定
し
て
い

ま
す

。

郡
市
計
画
素
案
説
明
会
が
7
月
2
6
日

か
ら
8

月
3

日
(

区
内
は
2
6
日
～
2
9
日

の
4

日
間
)

の
7
日

間
に
わ
た
り

、
行

わ
れ
ま
し
た

。
概
要
は
次
の

と
お
り
で

す

。

建
般
区
間
1
日

邦
里
駅
(
仮
称
)

か
ら
見
沼
代
親
水
公

園
駅
(
仮
称
)
間

駅
数
∬
1
3
駅
(
区
内
は
9

駅
)

、
駅
の

位

置
―
麦
2

輸
送
シ

ス
テ

ム
ー
新
交
通

シ
ス
テ
ム
(

図
L

参
照
)

開
業
予
定
=

平
成
1
1
(年

車
両

基
地
の

位
置
=

古

千
谷
二
・
三
丁
目
付
近

現
在
は

都
市

計
画

素
案
を
も
と
に

、

詳
細
な
検
討
か

進
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

都
市

計
図
案
祁
よ
び
環
鴆
影
響
評
価
丗

案
が
ま
と
ま
っ
た
後
、
説
明
会
を
閧
い

て
、
平
成
7
年
度
中
に
都
市
計
画
決
定

を
行
い
、
平
成
8
年
度
中
に
必
要
な
手

纃
き
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
エ
邵
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。

新交通車両イメージ(東京臨海新交通)

表2　 日暮里・舎人線 計画概要図( 駅名仮称)平面図

縦断面

一般部標準断面図

駅部標準断面部

図1　 新交通システムとは

新 又 通シ ステ ムと は 、 進 略 を 口 庫 的 に 涓酥尋し た 専 用 皿 道 抃を 走 行 す る、 パ ス と 鉄 漏 の

中 問 雇 廖 の 礁 磁 刀 を も っ 釿 し い タ イ プ の歹 焉 櫚 澗 で 、 皿 の よ う 尽 物 徴 を もっ て い ま す 。

〔安 全 憊 ・・ 癇 性 〕

迎 上 の 高皿 詢周 軌 皿 を逐 弩

しs 7 ので 、 交通 蚤- 又・-

の四 が6 く 、 胯匍 ど お

り に 目 旬 墫にi s し 吹9 。

(低 公 害 性)

- 黽 動力 とし て い・ ・ の で、

擣- ズ四 ・ 、 躙 曩に づ さ
し い 四 でl 。

( 恰 ● l g

● 襴・j む タイ ヤ を食 圃し て

い 如 の ー ・・ 勦 がl 啗

く 侠 運匈 瞿り ㎝ で寸 。

(コ ンピ ュー タ ーの 高 度i I J 阿 )

コ ンピ ユ づ 一 のー- に

より ヽ 帛网 夸 のニ ーズ にきr )

ぜ た多 皿a 可 口 が でき まl 。

( 経 済 性)

遯路 皿 を 利 用し 、 ● 両 を 小

l ・ ・ 化す るこ と によ っ て、

皿皿 費 か地 下皿 に 応 ぺ節 詞で

き ま す。

※
常
磐
新
線
、日
暮
里
・
舎
人
線
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
千
住
本
庁
舎
交
通
計
画
課

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹
ま
で

環
状
方
向
(
東
西
)
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し
て

◇
環
状
方
向
交
通
の
整
備

現
在

、
区

部
東
部
地

篆
に
は

、
日

暮

里
・
申

入
線
や

常
磐
新
線
な
ど

、
都
心

部
へ
の

放
射
方
向
(

宵
北
)

の

交
通
計

画
か
進
ん
で
い

ま
す
か

、環

状
方
向
(
東

酉
)

に
結
ぶ
鉄
道
路
線
が
無
く

、
不
便

を
孝

次
し
て
い

ま
す

。
そ
こ
で

、足

立

、

葛
飾
、
江
戸
川
の
3
区
長
と
議
長
か
、5

月
2
3日
に
『区
部
東
部
地
域
環
状
方

向
交
通
機
関
の
整
備
に
関
す
る
要
望

書
』を
都
知
事
に
提
出
し
。一
日
も
早

く
実
現
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

環
状
方
向
の
交
通
曠
爾
は
、
交
通
不
便

の
解
消
尽
}
で
な
く
、
各
区
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
蕃
軸
と
な
る
も
の
で
、

都
心
部
へ
の
集
中
抑
制
に
も
つ
な
が
り

ホ
歹
。
今
後
も
早
期
実
現
に
向
け
て
調

査
研
究
受
付
い
、
東
京
都
や
関
係
機
関

な
ど
に
要
郤
し
て
い
舂
嫐
歹
。

問
先
1

千
院
本
庁
舎
・
交
通
計
画
課

登
(
3
a
2
)
1
1
1
1

㈹

平
成
7
年
4
月
の
法
改
正
を
目
指
す

都
区
制
度
改
革
の
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
!

皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
き
た
都

区
制
度
改
革
が
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

2
3区
と
東
京
都
は
、
先
月
、
清
掃

邵
裏
の
区
移
管
な
ど
夸
内
容
と
す
る

都
区
制
度
改
革
謇

冨

と

め
ま
し
た

(
都
区

制
度
改

革
に
関

す
る
ま

と

め
)
。
{
葹

は
、
東
京
都
と
}

体
と
な

っ
て
来
年
4

月
の
法
改
正
の
実
現
を

目
宿
し
て
い
き
ま
す
。

「
ま
と
め
」
の
概
要

Ⅲ
特
別
区
を
基
礎
的
な
自
治
体
に
　

区
は
、
皆
さ
ん
に
身
近
な
多
く
の

仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

法
律
上
の
位
置
づ
け
で
は
あ
く
ま
で

都
の
内
部
的
団
体
で
あ
り
、
市
町
村

の
ぶ

冫
な
基
礎
的
な
自
治
体
で
ほ

な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
て
は
、

現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
ば
か
り
か
、
責

任
を
持
っ
て
仕
事
を
行
っ
て
い
く
に

も
不
都
合
が
生
じ
て
し
ま
い
嫐
す
。

そ
こ
で
、
特
別
区
を

づ
基
礎
的
な

地
方
公
共
団
体
」
で

あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
ま
す
。

※
基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体

住
民

に
対
し
直
接
行
財
政
責
任
を
負
う
身

近
な
自
冶
体
を
い
い
ま
す
。
市
町
村

は
基
礎

的
な
地

方
公
共
団

体
と

さ

れ
、
都
道
府
県
防

菘

の

他
方
公
共

団
体
と
さ
れ
て

い
ま

す
。

叨
区
に
移
管
さ
れ
る
事
務

現
在
は
都
が
行
っ
て
い
る

、
清
掃

甲
粟
を
は
じ
め
と
す
る

一
般
市
お
よ

び
保
健
所
殿
置
市
の

事
務
は

、
で

き

る
限
り
区
の

事
務
と

す
る
こ
y
娑

基

本
と
し
ま
し
た
(
表
3
)

。
ま

た
、
政

令
指
定
都
市
の
畢
務
の
う
ち
1
4
事
務

事
業
に
つ
い
て

も
、
委
任
に
よ
り
区

が
行
う
'
』と
に
な
り
ま
す
。

印
税
財
政
制
度
の
改
革

区
の
財
政
運
営
の
目
主
性
を
高
め

る
改
正
を
行
い
穿
y
(
表
4
)
。

㈲
区
に
関
す
る
特
例
措
置
の
見
直
し

一
般
の
市
と
は
異
な
る
、
区
に
関

し
て

今
ま
で

行
わ
れ
て

き
た

特
例
雄

戝
を
で
き
る
だ
け
見

直
し
ま

す
(

衷
5
)

。

㈲
改
革
の
実
施
時
期

準
酣
期
間
が
必
要

な
酒

掃
事
業
と

そ
の
関
迎
す
る
事
務
の

移
管
、
税
財

政
制
度
の

改
革
、
特
例
措
置
の
見

直

し
の

改
革
の

笑
施
時
期
が
、
平
成
1
2

年
4

月
と

な
り
ま
す
。
な
お

、
そ
の

他
の

事
務
に
つ
い
て

は
、
で

き
る
限

り
早
く
移
管
す
る
予
足
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
多
年
に
わ
た
る
念

頤
の
達
虞
が
目
前
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。都
区
制
度
改
革
は
'
^
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
ぐ
し
て

は
実
現
し
ま
せ
ん
。
な
お
一
層
の
ご

支
援
豪
ぷ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
企
画
課

昔
(
3
a
2
)
1
1
1
1

㈹

都
区
制
度
改
革
は

都
に
お
け
る

地
方
分
権

現
在
の
都
区
制
廣
で
は
、
都
が
酒

掃
事
業
な
ど
区
民
生
活
に
身
近
な
仕

事
も
行
っ
て
い
る
た
め
、
▽
区
と
の

間
で
区
民
に
対
す
る
行
政
責
任
が
不

明
確
と
な
っ
て
い
る

▽
区
の
自
主

性
が
阻
舛
さ
れ
て
い
る

▽
都
が
広

域
的
な
立
場
の
仕
事
に
徹
し
き
れ
な

い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
し
、
区
が
様
々
な
区
民

要
望
に
対
応
で
き
る
ぶ
つ
に
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
制
度
を
変
え
る
ぶ
要

か
あ
り
ま
す
。

今
回
の
制
度
改
革
は
、
岡
掃
申
業

を
は
じ
め
と
す
る
区
民
生
活
に
身
近

な
仕
事
を
区
に
移
管
す
る
と
と
も

に
、
財
政
自
主
権
を
強
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
区
の
自
主
性
・
自
律
性
を

高
め
、
特
別
区
を
基
礎
的
な
自
治
体

に
し
ぶ
つ
と
す
る
も
の
で
す
。

表3　 都から区へ移管される事務事業

表4　 税財政制度の改革

表5　 特例措置の見直し

あだち公園物語

( 3)柳原千草園
( 柳原1- 21- 26)

す
す
き
が
秋
珮
に
ゆ
れ
て
い
る
池

の
ほ
と
り
の
ベ
ン
チ
で
、
桑
し
そ
う

に
話
を
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
や
お

ぱ
の
さ
ん
た
ち
。
そ
の
横
で
子
供
た

ち
が
、
ブ
ラ
ン
コ
や
す
べ
り
台
で
遊

ん
で
い
る
。
時
お
9
す
供
た
ち
が
、

お
じ
い
洳
兀
と
二
言
三
宮
、
常
篳
を

交
わ
し
て
は
友
遠
の
所
へ
戻
っ
て
い

く
。
ど
う
や
ら
植
物
の
名
前
を
叡
わ

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

お
年
寄
n
と
、
子
供
た
芸
衙
気

な
く
ふ
れ
あ
う
場
所
「
柳
原
千
草

園
」。

◎ 自動車整備フエスアイバル旬月16日( 日) 、午前10時～午後3時/足立車検所/車の無料診断( 要予約) ・バザーなど/制東京都自動車整備振興会足立支所　38843211
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111(代)
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

教

育

平
成
7
年
4
月
入
園
の
区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
表
―
　
対
象
=
区
内
在

住
の
4
歳
児
(
平
成
2
年
4
月
2
日
～

3
年
4
月
1
日
生
)
、5
歳
児
(
平
成

元
年
4
月
2
日
～
2
年
4
月
1
日
生
)
　

受
付
H
1
1
月
I
・
2
日
、午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
3
0
分
、入
園
希
望
の
各
区

立
幼
稚
園
　
要
項
・
申
込
用
紙
配
布
=

▽
各
区
立
幼
稚
園
…
1
0月
1
5日
か
ら

▽
区
民
事
務
所
・
教
育
委
員
会
:
1
7日

か
ら

※
幼
稚
園
で
の
配
布
は
午
前
9

時
～
午
後
3
時
3
0分
(
土
曜
日
は
正
午

ま
で
)
　
選
考
日
=
第
一
次
選
考
は
、H

月
4
日
に
入
園
希
望
の
各
幼
稚
園
で

実
施
　
問
先
り
千
佳
本
庁
舎
・
学
事
第

二
係表1　区 立 幼稚 園一 覧

平
成
7
年
4
月
入
園

私
立
幼
稚
園
児
募
集

受
付
開
始
=
1
1
月
1
日
　
対
象
9
3
・

4
・
5
歳
児
(
平
成
元
年
4
月
2
日
～
4

年
4
月
1
日
生
)
　
※
願
春
は
1
0月
1
5

日
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
　

申
・
問
先
=
各
私
立
幼
稚
園

就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断

を
行
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知
書

を
発
送
し
ま
し
た
の
で
、
指
定
さ
れ
た

日
時
・
場
所
で
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い

。

※
健
診
に
つ
い
て
ご
都
合

が
悪
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
　

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
保
健
給
食
係

区
立
小
学
校
に
入
学
希
望
の
外
国
人
の
方

ま
だ
入
学
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は
、
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
書

(手
帳
)
を
持
参
の
う
え
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。　
申
・
問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
学
事
第
一
係

福

祉

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
高
齢
者
日
常
生
活
用
具

6
5歳
以
上
で
在
宅
の
寝
た
き
り
や
、

ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
に
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
ま
た
は
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
対
象
=
6
5歳
以
上

の
寝
た
き
り
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の

高
齢
者
　
品
目
り
特
殊
寝
台
/
マ
ッ
ト

レ
ス
/
腰
掛
便
座
ノ
エ
ア
ー
パ
ッ
ト
/

電
磁
調
理
器
/
特
殊
尿
器
/
自
動
消
火

装
置
/
火
災
警
報
器
/
入
浴
担
架
/
体

位
変
換
器
/
痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性
高
齢

者
徘
徊
(
は
い
か
い
)
感
知
機
器
/
車
い

す
/
歩
行
器
/
ガ
ス
安
全
シ
ス
テ
ム
/

入
浴
補
助
用
具
/
難
燃
性
寝
具
/
洗
髪

器
/
空
気
清
浄
器
/
ベ
ッ
ド
用
テ
ー
ブ

ル
/
介
護
用
リ
フ
ト
/
移
動
用
バ
ー
/

歩
行
支
援
用
具
/
安
全
杖
/
ス
ロ
ー
プ

※
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
費
用
負
担
有

(表
3
)
。く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
　
申
・
問
先
=
管
轄
の
各
福

祉
事
務
所
高
齢
者
援
護
係
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧表3　 高齢者日常生活用具・所得基準額

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

(年
度
内
2
泊
ま
で
)
。　
場
所
=
熱

海
、
犬
吠
崎
、
軽
井
沢
な
ど
H
力
所
　

対
象
=
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
の
方
　

宿
泊
料
り
無
料
(
入
湯
税
や
季
節
に
よ

る
特
別
宿
泊
料
金
の
差
額
等
は
自
己
負

担
)
　
申
込
―
各
施
設
へ
直
接
予
約
(
必

ず
足
立
区
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

利
用
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約
後
、

各
福
祉
事
務
所
ま
た
は
児
童
助
成
係
の

窓
口
で

、
利
用
券
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
(
母
子
年
金
・
児
童
扶
養
手
当
証
書
、

児
童
育
成
手
当
支
払
通
知
糾
な
ど
、
ひ

と
り
親
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も

の
と
印
か
ん
を
持
参
)
　
申
・
問
先
=

各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)
ま
た
は
千
住

本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

ひ
と
り
親
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

対
象
=
児
童
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
　
内
容
=
親
ま

た
は
子
供
が
病
気
や
ヶ
が
な
ど
の
と

き
、
家
事
や
育
児
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
(
長
期
疾
病
等

は
対
象
外
で
す
ン
ー
度
の
申
請
で
5

回
以
内
、
年
間
2
0
回
ま
で
/
午
前
7
時～

午
後
7
時
の
間
で
連
続
8
時
間
ま
た

は
4
時
間
を
1
回
　
申
込
―
診
察
券

等
、
疾
病
を
証
明
で
き
る
も
の
と
印
か

ん
を
持
参
(
緊
急
の
場
合
は
代
理
の
方

ま
た
は
電
話
申
し
込
み
も
可
)
　
申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

現

況

届

の

提

出

を

1
0月
1
3日
ご
ろ
に
現
況
届
の
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
。
現
在
使
っ
て
い
る
保

険
証
を
確
認
し
。
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
1
0月
3
1日

ま
で
に
ご
返
送
ぐ
だ
さ
い
。
現
況
届
の

提
出
が
な
い
と
平
成
7
年
用
の
医
療
証

が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
　
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
児
童
医
療
係

戦没者の妻・父母等

および戦傷病者等の

妻の方へ

□
戦
没
者
の
妻

▽
第
1
0回
特
別
給
付
金
「
ぬ
号
」

対
象
=
①
第
4
回
特
別
給
付
金「
ぬ
号
」

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
妻

②
第
6
回

特
別
給
付
金
「
ち
伊

を
受
給
し
た
戦

傷
病
者
の
妻
で
、
そ
の
戦
傷
病
者
が
平

成
5
年
3
月
3
1日
ま
で
に
公
務
傷
病
が

原
因
で
死
亡
し
た
場
合
　
支
給
額
=
ほ

万
円
(
1
0年
償
還
の
国
庫
債
券
)

▽
第
1
7回
特
別
給
付
金
「
ろ
号
」

対
象
=
第
1
0回
特
別
給
付
金
「
ろ
号
'一

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
妻
　
支
給
額
=
1
8
0

万
円
(
1
0年
償
還
の
国
吉
債
券
)

□
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

▽
第
9
回
特
別
給
付
金
「
る
号
」

対
象
=
第
7
回
特
別
給
付
金
「
る
号
」

を
受
給
し
た
戦
段
者
の
父
賍
・
祖
父
母

支
給
額
=
6
0万
円
(
5
年
償
還
の
国
宙

債
券
)

▽
第
1
4回
特
別
給
付
金
「
と
号
」

対
象
―
第
9
回
特
別
給
付
金
「
と
号
」

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

支
給
額
汢
に万
円
(
5
年
償
還
の
国
庫

債
券
)

▽
第
1
6回
特
別
給
付
金
「
ろ
号
」

対
象
=
第
1
4回
特
別
給
付
金
「
ろ
号
」

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
等

支
給
額
=
9
0万
円

了
年
償
還
の
国
庫

債
券
)

※
い
ず
れ
も
、
平
成
6
年
1
0月
1
日
に

お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

□
戦
傷
病
者
等
の
妻

▽
第
1
3回
特
別
給
付
金
「
り
号
」

対
象
=
第
6
回
特
別
給
付
金
「
ち
号
」

を
受
給
し
た
戦
傷
病
者
の
妻
で

そ
の

戦
傷
病
者
が
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
で

昭
和
6
1年
9
月
3
0日
ま
で
に
死
亡
し
た

場
合
　
支
給
額
=
5
万
円
(
5
年
償
還

の
国
市
債
券
)
　
申
・
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
民
生
係

精
神
障
害
者
の

社
会
復
帰
に
ご
協
力
を

職
親
を
さ
が
し
て
い
ま
す

仕
事
を
通
し
て
精
神
障
害
者
の
社
会

復
帰
を
援
助
し
て
く
だ
さ
る
事
業
所

(職
親
)
奎
ご
が
し
て
い
ま
す
。
職
親

制
度
(
通
院
患
者
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
)
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

で
精
神
障
害
者
の
方
を
指
導
・
訓
練
し

て
く
だ
さ
る
鄒
業
所
に
対
し
て
、
関
係

職
員
が
支
援
し
、
合
わ
せ
て
経
済
的
援

助
を
行
い
ま
す
(
事
業
所
に
奨
励
金
と

し
て
1
日
2
千
円
、
訓
練
生
に
手
当
と

し
て
1
日
千
円
を
原
則
6
ヵ
月
、
最
長
3

年
間
支
給
し
ま
す
)
。関
心
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
問
先
=
足
立

作
業
訓
練
所

a
(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

第
1
1回
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
0月
2
5日
～
3
1日

晨

苣
ゼ
ロ
さ
わ
や
か
駅
前
街
づ
く

り
し
磊
ご
標
語
に
「
第
H
回
駅
前
放

置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
展
開
し
ま
す
。
期
間
中
は
北
千
住
駅

膏
は
じ
め
と
す
る
区
内
主
要
各
駅
頭
で

啓
発
活
動
等
を
行
い
ま
す
。
放
置
自
転

車
一
掃
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
駅
に
近
い
方
は
で
き
る

だ
け
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
通

動
・
通
学
等
で
毎
日
利
用
す
る
方
は
、

自
転
車
置
き
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
自
転
車
に
は
必
ず
住
所
と
氏
名

を
記
入
し
て
お
膏
譱
し
ょ
う
。　
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

再
開
し
ま
す

西
新
井
東
・
西
自
転
車
駐
車
場

西
新
井
陸
橋
の
耐
震
工
事
完
了
に
よ

り
西
新
井
柬
・
西
自
転
車
駐
車
場
が
再

開
し
ま
す
。　
利
用
で
き
る
方
=
西
新

井
駅
か
ら
お
お
む
ね
崩
m
以
上
離
れ
た

と
こ
ろ
に
住
所
の
あ
る
方
　
申
込
q
H

月
1
日
(
火
)
か
ら
直
接
駐
車
場
管
理
棟

で
受
け
付
け
(
身
分
証
明
書
等
住
所
・

氏
名
の
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
)

▽
西
新
井
東
駐
車
場
　
栗
原
1
-
7
-
5
a
(
3
8
5
2
)
6
9
0

″
D

▽
西
新
井
西
駐
車
場
　
栗
原
―
-
1
-
1

昔
(
3
8
8
0
)
7
3
9
2

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

◎ 「足 立60景」エコーはがき10月24日 から 発売/ お求めは お近く の郵便局で( 1 枚45円)
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年

金

社
会
保
険
街
頭
相
談

今
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」

で
す
。
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
。

社
会
保
険
制
度
全
般
に
つ
い
て
街
頭
相

談
を
行
い
ま
す
(
社
会
保
険
事
務
所
の

担
当
者
も
参
加
)
。　
日
時
等
=
▽
1
0月

1
9日
(
水
)
…
北
千
住
駅
西
口
前

マ
1
0

月
2
0
日
(
木
)
・
:
竹
ノ
塚
駅
東
口
広
場
/

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
　

問

先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

6
0
歳

説

明

会

日
時
ム
…
一
月
1
8
日
(
火
)
、午
前
1
0
時

と
午
後
2
時
の
2
回
(
受
付
は
開
始
3
0

分
前
か
ら
)
　
場
所
=
中
央
本
町
庁
舎

3
階
W
一
・
3
0
3
会
議
室
　
対
象
=
昭
和
9

年
H
月
2
日
～
1
2
月
1
日
生
ま
れ
の
方

(対
象
者
に
は
別
に
通
知
)
　
内
容
=

年
金
制
度
の
仕
組
み
と
受
給
手
続
き
の

説
明
、
個
別
相
談
(
受
付
順
)
　
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

国
民
年
金
の
し
く
み
手
続
き
、
保
険

料
の
支
払
方
法
な
ど
。　
日
程
等
-
1
0

月
2
4日
・・・花
畑
区
民
事
務
所
・
竹
の
塚

区
民
事
務
所
/
2
5日
・
:佐
野
区
民
事
務

所
・
新
田
区
民
事
務
所
/
2
6日
…
鹿
浜

区
民
事
務
所
・
宮
城
区
民
事
務
所
/
い

ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

▽
夜
間
開
設
…
1
0
月
2
5
日
、
午
後
6
時
～

8
時
、
佐
野
セ
ン
タ
ー
　
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

保
険
料
の
免
除
制
度

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。免
除
さ

れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、納
め
た
燮
[

の
3
分
の
1
に
な
り
ま
す
が
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
算
入

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
は
、1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険

料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国

保

助
産
費
が
出
産
育
児
一
時
金
に

名
称
変
更
し
増
額
(
2
4万
円
↓
3
0万
円
)

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、1
0月
1

日
以
降
出
産
し
た
と
き
は
出
生
児
1

人
に
つ
き
出
産
育
児
一
時
金
3
0万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
4
ヵ
月
(
8
4日
)

以
上
で
あ
れ
ば
、
流
産
・
死
産
(
人
工

中
絶
も
含
む
)
の
場
合
で
も
支
給
さ
れ

ま
す
。出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
は
、

出
産
者
本
人
が
他
の
医
療
保
険
か
ら
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
(
1
年
以

上
の
加
入
で
退
職
後
6
ヵ
月
以
内
の
出

産
)
は
国
保
か
ら
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
‥
n国
民
健
康
保
険
証
、母
子
手
帳
、

世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を

除
く
)
、世
帯
主
の
印
か
ん
、流
甼
死
産

の
と
き
は
そ
の
証
明
書
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給

付
係
a
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

保
険
証
の
再
交
付

国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失
、
汚
損
し

た
と
き
は
、
再
交
付
し
ま
す
。
印
か
ん

を
お
持
ち
の
う
え
、
窓
口
で
再
交
付
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。
保
険
証
は

郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、
す

ぐ
に
窓
口
で
受
け
取
り
た
い
場
合
は

、

官
公
署
発
行
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で

き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真

貼
付
で
特
殊
加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
確
認
の

う
凡
、
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
(
同
一

世
帯
の
方
の
申
請
も
可
)
。な
お
、保
険

証
が
郵
送
に
な
る
場
合
で
、
至
急
診
療

を
受
け
た
い
と
き
は
「
資
格
取
得
証
明

書
」
を
発
行
し
巫
匙

医
療
機
関
に
提

出
す
る
と
足
立
区
医
師
会
、
歯
科
医
師

会
お
よ
び
柔
道
接
骨
師
会
の
協
力
に
よ

り
、
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、
加
入
者
ま
た

は
同
一
世
帯
の
方
が
保
険
料
の
領
収
書

な
ど
を
持
参
の
う
え
、
申
請
を
し
た
場

合
に
限
り
発
行
し
ま
す
。　
申
先
=
各

区
民
事
務
所
ま
た
は
国
保
課
　
問
先
9

中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

゛
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

納
期
限
は
毎
月
末
日
で
す
。
特
別
な

理
由
も
な
く
納
め
な
い
で
い
る
と
、
財

産
の
差
押
処
分
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
災
害
や
病
気
、
倒
産
な
ど
の
事

情
に
よ
っ
て
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

。　
問
先
‥‥中
央
本

町
庁
舎
・
滞
納
整
理
第
一
、
第
二
係

゛
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

1
0
月
～
1
2
月
分
の
納
付
書
を
送
付

納
付
書
を
1
0月
2
1日
に
郵
送
し
ま

す
。
今
年
度
保
険
料
完
納
世
帯
と
口
座

振
替
利
用
世
帯
に
は
、
国
保
だ
よ
り
を

お
送
り
し
ま
す
。
保
険
料
の
納
期
限
は

毎
月
末
日
(
た
だ
し
1
9一月
分
は
1
月
4

日
)
で
す
。　
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

資
格
賦
課
係

雲
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

10月から入院時の食事代

の患者負担が変わりました

( 該当する方は減額申請を)

医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、1
0

月
1
日
か
ら
「
入
院
中
の
食
事
に
係
る

負
担
」
を
医
療
機
関
で
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
区
民
税
非

課
税
の
世
帯
で
国
保
加
入
者
の
方
は
国

保
課
へ
、
④
老
人
保
健
法
該
当
者
の
方

は
高
齢
者
福
祉
課
へ
、
標
準
負
担
額
減

額
申
請
を
し
て
国
保
課
ま
た
は
高
齢
者

福
祉
課
が
発
行
し
た
減
額
認
定
証
を
、

被
保
険
者
証
等
に
添
え
て
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
減
額

が
受
け
ら
れ
ま
す
(
下
表
の
通
り
)
※

下
表
③
の
方
で

、
す
で
に
『
入
院
時
一

部
負
担
金
減
額
認
定
証
』
を
お
持
ち
の

方
は
、
本
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
　
申
請
―
国
民
健
康

保
険
証
、
世
帯
主
の
印
か
ん
、
老
人
保

健
医
療
受
給
者
証
(
J
疏
当
者
)
　
問

先
=
▽
国
保
加
入
の
方
…
中
央
本
町
庁

舎
・
保
険
給
付
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

▽
7
0歳
以
上
の
方
・
:千
庄
本
庁
舎
・
高

齢
者
医
療
係

入院時食事費自己負担額( 1 日当り)

心身障害者医療費
受給証

ひとり親家庭医療証
乳幼児医療証
をお持ちの方へ

前
記
の
3
つ
の
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
は
入
院
時
の
給
食
費
は
い
ま
ま

で
ど
お
り
都
・
区
が
負
担
を
し
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係
、

児
童
医
療
係

●
安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
●

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座

振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
て
安
心
で
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　
申
込
=
預
金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除
く
)

ま
た
は
区
枳
当
課
窓
口
、
各
区
民
事

務
所
に
、預
金
通
帳
と
通
帳
印
、そ
れ

ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参
　
問
先
=
マ

納
税
課

登
(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

▽
国
民
健
康
保
険
課

?
3
8
8
0
)
5
1
3
3

▽
国
民
年
金
課

?
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

生

活

環

境

コ
ン
ポ
ス
ト
化
(
生
ご
み
処
理
)
容
器

を
購
入
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
は
、
生
ご
み
を

家
庭
で
堆
肥
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器

を
購
入
す
る
方
に
、
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
土
の
中
に

埋
め
込
む
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
ベ
ラ
ン
ダ

に
設
置
す
る
も
の
や
電
力
を
使
う
も
の

な
ど
様
々
な
機
種
が
あ
り
ま
す
(
機
種

の
説
明
を
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
)
。　
対
象
り
区
内
在
住
で
コ
ン
ポ
ス

ト
化
容
器
を
匱
く
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
方

寮
購
入
す
る
前
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
購
入
唆
の
申
請
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
　
申
込
=
直
接
窓
口
へ
(
先

着
順
。
補
助
金
の
枠
内
に
達
し
た
時
点

で
締
め
切
り
)
　
期
限
=
1
9一
月
1
5日

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
融
公
害
ま
た
は
区
の
指
定
す

る
金
融
機
関
か
ら
住
宅
改
良
資
金
を
借

り
入
れ
て
工
事
を
す
る
方
に
対
し
、
資

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
　
対
象
=

▽
自
己
用
住
宅
の
場
合
…
自
己
も
し
く

は
同
居
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅
で
、

引
き
続
き
居
住
す
る
も
の
/
区
内
に
1

年
以
上
在
住
し
て
い
る
/
前
年
度
の
総

所
得
金
額
が
8
0
0万円
以
下
で
あ
る

マ

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
同
部
分
の
場
合

・
=区
分
所
有
者
全
員
で
構
成
す
る
管
理

組
合
ま
た
は
、
こ
れ
に
凖
ず
る
管
理
組

合
で
あ
る

※
区
の
指
定
金
融
機
関
お

よ
び
助
成
の
要
件
な
ど
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
申
・
問
先
=

千
庄
本
庁
舎
・
住
宅
係

高
齢
者
向
け
住
宅
の
管
理
人
募
集

「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
」
に
、
居
住
し
て

い
る
高
齢
者
世
帯
の
日
常
生
活
相
談
等

の
業
務
を
し
て
い
た
だ
け
る
、
住
み
込

み
の
管
理
人
(
生
活
援
助
員
)
を
募
集

し
ま
す
。　
対
象
=
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
/
申
し
込
み
本
人
か
家
族

が
区
内
在
住
ま
た
は
在
動
の
方
/
現
在

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
(
た
だ
し
公
共

賃
貸
住
宅
居
住
者
は
不
可
)
/
4
5歳
以

下
で
本
人
と
家
族
が
健
康
な
方
/
常
時

在
宅
し
、
管
理
人
(
生
活
援
助
員
)
と

し
て
活
動
で
き
る
方
　
業
務
内
容
―
入

居
者
の
安
否
の
確
認
お
よ
び
緊
急
時
の

対
応
/
入
居
者
の
相
談
・
情
報
提
供
/

関
係
機
関
へ
の
連
絡
な
ど
　
定
員
=

「シ
ル
バ
ー
ピ
ア
西
新
井
」人
(
1

世
帯
)
/
「シ
ル
バ
ー
ピ
ア
梅
黔
―
人
　

(
1
世
帯
)
/
都
営
住
宅
六
月
一
丁
目
　

「シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅
」2
人
(
2
世

帯
)
　
住
宅
の
間
取
り
=
2
D
K
(
2

世
帯
ン
3
D
K
(
2
世
帯
)
　
謝
礼
=

月
額
7
万
5
千
円
(
住
宅
使
用
料
等
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)
　
受
付
期

間
=
1
0
月
1
1
1
1
‥
日
～
2
0
日
(
土
・
日
曜
日

は
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
　
申

込
‥卜
履
歴
書
1
通
お
よ
び
印
か
ん
を
持

参
し
直
接
窓
口
へ
　
申
・
問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

都
市
計
画
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
を
変
更
し

ま
し
た
。

□
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変

更
(
削
除
)

区
域
=
扇
一
丁
目
、
鹿
浜
五
丁
目
の
各

地
内
　
告
示
日
=
9
月
3
0日
　
縦
覧
場

所
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
固

係

違
反
建
築
防
止
週
間

1
0
月
1
1
日
～
1
7
日

1
0月
1
3日
(
木
)
に
区
で
は
、
違
反

建
築
取
り
締
ま
り
の
た
め
、
一
斉
公
開

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は

平
常
の
監
視
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
違
反
建
築
工
事
を
早
期
に
発
見

し
、
違
反
を
な
く
し
住
み
よ
い
ま
ち
つ

く
り
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
建
築
監
察

高
齢
者
向
き
の
仕
事
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
1
0

月
を

屁
齢
者
就
業
開
拓
強
調
月

間
」
と
し
て
、
高
齢
者
の
働
く
機
会

の
開
拓
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ま
わ
り
で
、
高
齢
者
向
き
の
仕

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
、ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
仕
事
例
=
毛
筆
・
ボ

ー
ル
ペ
ン
の
あ
て
名
書
き
/
一
般
事

務
・
経
理
事
務
・
事
務
補
助
/
値
木
・

塗
装
・
ふ
す
ま
張
/
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
清
掃
/
チ
ラ
シ
等
の
配
布
/
庭
の

清
掃
/
草
刈
り
/
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
/
セ
ン
タ
ー
作
業
所
内
で
の
内
職

作
業
/
そ
の
他
、短
期
的
・
臨
時
的
な

仕
事
(
週
2
日
、月
3
日
、1
日
3
時

間
等
の
発
注
も
で
き
ま
す
)
　
申
・

問
先
=
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

◎ 足立ろう学校学校公開/10月14日( 金) 、午前9時～午後2時30分/所定用紙で10月12日までに申込/　3883- 8527
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足
立
区
・
八
潮
市

平
成
泉
橋
友
好
ま
つ
り

神
明
水
の
森
公
園
泉
の
広
場
9

腿

に
よ
り
、
足
立
区
と
八
潮
市
と
を
結
ぶ

平
成
泉
棍
は
、
名
実
と
も
に
両
区
市
の

か
け
橋
と
な
n
永
子

。
今
回
こ
9

九
成

を
祝
い
、
両
区
市
の
一
層
の
友
好
親
善

を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト

を
閧
催
し
ま
す
。　
日
程
=
1
0月
3
0日

(日
)
　
内
容
等
=
▽
式
典
の
部
(
午

前
9
時
3
0分
1
1
0時
3
0分
)
…
平
成
泉

橋
上
で
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
太
鼓
競
演
・

祝
い
踊
口
な
ど

マ
ま
つ
り
の
部
(
午

前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
4
時
)
…
神
明
水

の
森
公
園
(
泉
の
広
場
)
・
六
木
水
の
森

公
園
(
虹
の
広
場
)
八
潮
市
3
ヵ
所
等

で
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
鼓
笛
隊
・
こ
ど

も
橋
上
サ
ミ
ッ
ト
・
親
水
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
・
ふ
れ
あ
い
動
物
園
・
竹
木
細
工

教
室
な
ど

※
雨
天
の
場
合
、
一
部
中

止
す
る
催
し
物
も
あ
り
ま
す
　
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
排
水
課

゛
(
3
8
8
0
)
5
2
4
5

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
募
集

「
足
立
・
八
潮
平
成
泉
橋
友
好
ま
つ

り
」
の
一
環
と
し
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
閧
催
し
ま
す
。　
日
時
=
1
0
月

3
0
日
(
日
)
、午
前
H
時
～
午
後
3
時
(
雨

天
中
止
)
　
場
所
=
六
木
水
の
森
公
園

(水
車
広
場
)
　
対
象
―
区
内
在
住
・

在
動
の
方

※
営
利
目
的
は
不
可
。
ま

た
、
薬
品
、
食
料
品
、
勳
物
等
品
質
保

証
の
で
忝
な
い
も
の
は
販
売
不
可
　
募

集
区
画
数
-
4
0区
画
(
抽
選
)

※
1

人
1
区
画
(
1
坪
)
ま
で
　
出
店
料
=

無
料
　
申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
出
店
す
る

品
物
の
種
類
を
明
記
　
期
限
1
1
0
月
1
7

日
必
着
　
申
・
問
先
=
足
立
都
市
活
性

化
セ
ン
タ
ー

〒
a
千
住
仲
町
I
-
5

昔
(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

千
住
大
橋
架
橋
4
0
0
年
記
念
事
業

「
大
橋
か
ら
始
ま
る
歴
史
へ
の
旅
」

□
史
跡
め
ぐ
り
～
千
住
下
宿
を
歩
く
～

日
時
‖
埒

習

玉

、
作
簿
櫑
A

時

※
集
合
場
所
は
、
素
耋
雄
神

社
(
荒
川
区
南
千
住
6
j
6
0
)で
す
　
内

容
=
千
住
大
橋
架
橋
4
0
0年記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
榲
の
南
詰
め
の
史
跡
を

巡
り
ま
す
　
定
員
-
6
0人
(
先
着
順
)

□
あ
ら
か
わ
文
化
財
講
座
～
橋
を
め
ぐ

る
交
流
と
文
化
～

千
住
大
橋
と
隅
田
川
に
焦
点
を
あ

て
、
宿
場
の
構
成
や
川
沿
い
の
風
景
な

ど
。様
々
な
観
点
か
ら
千
住
大
橋
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。
　
日
時
=
1
0
月
2
5

日
、
1
1
月
1
・
1
5
・
1
8
日
、
い
ず
れ
も

午
後
7
時
～
9
時
　
場
所
a
荒
川
区
立

町
屋
文
化
セ
ン
タ
ー
(
荒
川
区
荒
川
2
1
2
1
3
)
　

定
員
-
1
0
0人(
先
着
順
)

-

い
ず
れ
も
-

申
込
=
電
話
　
申
込
先
―
荒
川
区
社
会

教
育
課

公
(
3
8
0
2
)
3
1
1
1

問
先
―
郷
土
博
物
館

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

中
小
企
業
の
生
き
残
り
の

方
策
を
探
る

「
特
別
経
済
講
演
会
」

日
時
1
1
0
月
1
9
日
(
水
)
、午
後
2
時
～

3
時
3
0分
　
場
所
I
エ
ル

ーソ
フ
ィ

ア
　
テ
ー
マ
=
わ
が
国
の
景
気
は
い
つ

よ
く
な
る
か
　
講
師
=
宮
智
宗
七
氏

(テ
レ
ビ
東
京
解
説
委
員
長
)
　
定
員

1
2
0
0
人
(
先
糖
順
)
　
費
用
―
無
料
　
申

込
=
電
話
　
期
限
=
1
0月
1
7日
　
申
・

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
工
業
振
興
係
S
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

情 報 コ ー ナ ー

地域指導者養成講座 第2期
「余暇」と「地域」をみつめて

日時- 11月8・15・22・29日・12月6
日、いずれも午後7時～9時　場
所一青年 センタ ー　対象- 16 歳 以
上で青 少年育成 活動にかかわ って
い る 方　内 容一 地域 活 助 を 通じ
て、自 分自 身の余暇を 見つめ直し 、

すぐに役 立つパーティ ーの企画 の
ノウ ハウを 学びます　費用一実 費
負担　申 込一電 話　期限- 10 月26
日　申・問 先一千 住本庁舎 ・少 年
育成係S3882- 1111 ㈹

Let ' s　Try　J apanese　Cooki ng!

外国人のための日本料理教室

第1 回「まきずしに挑戦」
笆箚4汕に鰄祓のある罧誦欠の

芳を脊雀 にした矼錘W 齧です。
砿冒は、叔這と串茵語の誕辰が将
き ます。　日時- 10 月23 日( 日) 、
午前10時～午後2時30分　対象

一日本にお住 まいの 外国人の方　

定員- 2QX_ ( 冢 碵で碕　 費用-
500岡( 秘紅簀) 　 申 込 一 呶屈　
申 ・ 問 先 一 青 年 セ ン タ ー

S3890- 0061

子育て学習室 - 子育ての自由な語り合いの場です -

子育てでオロ オロ ・イライラし
ている人、つらい なと感じている
人、「子育て仲間」が待 っています。
皆さんもぜひ参加し て、子育ての
素晴らし さを感じ てみませんか。
豊富な経験と知恵を 持つ 「子育て
アド バイザー」がお力に なり ます。
日程等- ▽ A コ ース( 乳 幼児を も
つ 親) … 10月25 日・1 月1 ・8 日
▽ B コース( 小・中学生をも つ親)
… 10月22・29日・11月5 日　時間-

いずれも午前10畤～正午　場所-
Aコ ース・・・エル ・ソフ ィア/B コ
ース・・・ギ ャラクシ ティ　テーマーA
コース… 信 頼感 ・自 立心を育て

る/B コース … 活動性 ・自 発哇を
育て る　定員一 各コ ース20人{ 先
着順} ※ A コ ースでは 満2 歳以
上 のお 子 さん の 保育 も 行い ます
費 用一無 料　申 込一電 話　申 ・問
先 一千 住 木庁 舎・青 少年 課
霤3882- 11n 戳j

あだちブラスバンドフェスティバル' 94
区 内で 活 動し て い る 吹奏 楽 団

が、世代を超え て集まり、年に1
度発表す るお まつりです。秋 の一
日、吹奏 楽のダ イナミックで 繊細
な音 をご 家 族 でお 楽し みく だ さ
い。　 日時- 11 月6 日( 日) 、 午前10
時30 分開 演　場所==西新井 文化

ホール( 入場無料)　 出演一区内
の小・中学校、社会人団体等　特
別出演一足立ジュニア吹奏楽団、
足立シルバーアンサンブル、足立
吹奏楽団　申込一当日直接会場へ
問先一千住本庁舎・文化振興係
S3882- 1111 ㈹

' 94消費者展
見つけよう!

家族みんなで
〝くらし の 工夫 〟

日時- 10月14・15日、午前10時～午
後4 時( 15日は午後2 時まで)　場
所一エル・ソフィア　内容一消費
者団体・グループのパネル展示、
公共企業コーナー。バザー・即売
コーナー等 ※ バザーは、14日は
午前10時30分と午後1 時30分、15
日は午前10時の計3 回。バザー品
は、毎回入れ替わります　問先一
消費者センター
B3880 ―5385

西部障害福祉総合センター

とんがりぼうし
カーニバル

地域福祉は人と人との出会いか
ら・・・。今年も新しい出会いを大切
に、地墺の方4と共に癬大なおま
つりを開催します。　日時- 10月
30日( 日) 、午前1a埓～午俊3時　
内容一各事業 紹介の展示、人形瀏
cざ ・くれ よんj プラ スバンド 、
みこし の競演 、流し踊り。模擬店、
バザーほか ※ お まつりをお手伝
いし ていただけ るボランティア の
方を剪更してい ます。10月20日 ま
で に、電 話でお申し 込みください
場・申 ・問先一西 部障害 福祉総合
セ ンタ ー183853- 0632

あ だち リ バ ーウ ォッ チ ン グ
日時- 11月22日( 火) 午前10時～
午後2時30分　コース一千住曙
町船着場～岩酣水門～千住新橋～
東京港～千住(水上バス利用)　
対象一観光協会会貝および区内在
住の方　定員=120人程度( 抽選) 　
費用一観光協会会員… 1500円/
会員外… 2, 000円( 当日現地支払
い、昼食付き)　申込一往復ハガ
キに希望者全員の住所、氏名、年

齢、電 話番号、会員・会員外の 別。
「リ バーウ ォッチング 希望」と明
記( はがき1 枚につき3 人まで申
し 込みでき ます) ※ 重 複申し込
みは無効で す　期限- 10 月21日消
印有効　申・問 先一足立区観光協
会( 中央本町 庁舎・産 業振興課内)
〒120中 央本町1- 17 一1
S3880- 5191

参加者
募集

!

珠算競技大会
親子大会・シルバー大会

青少年の健全育成のひとつとし
て。区内小・中・高校生ならびに
一般区民を対象に、珠算競技大会
を閧催します。また、親子のふれ
あいと高齢者の生汪学習の推進の
ため、親子大会とシルバー大会も
同時に行います。ふるってご参加
ください。　日時- 11月13日( 日) 、
午前8時30分～午後4時　場所一
千住本庁 舎　対象一区内在住・在
動・在 学の方( 親子大会は、小 ・

中学生と親または祖父母。シルバ
ー大会は、60歳以上の方)　種別
一小学4年生以下の部/小学5～
6 年生の部/ 中学生の部/ 高校

生・一般の部/ 親子大会の部/ シ
ルバー大会の部　申込一直接窓口
で、所定の申込用紙に記入　期限- 10

月25日　申・問先一千住本庁
舎・少年育成係
B3882- 111HK}

女と男のフリースペース
ボランティア体験を語る
～リトルハウスとの、出会い～
日時- 10月21日( 金) 、午後6時30
分～8時30分　対象==区内在住・
在動 ・在学の方　 内容一夫の転動
でカ リフ ォルニ アへ渡った長谷川
八重さんが、 日本での経験を生 か
し 、ボランテ ィアセンターやシニ
アクラブ 「リト ルハウス」で活 動
し てきました。 活動を通し 感じた
日本とのシス テムの違いや、 ユニ
ークな取り組 みを 報告してもらい
ます　定員- 20 人( 先着順) 　 費
用一無料　申込 一電 話　場・申・
問先 一女性総合 センター
33880- 5222

郷土芸能大会

日時- 10 月23日( 日) 、 午前11時　

場所 一産業振興館　内 容- お 囃子(
はやし) の演奏　費 用一無料　申
込一当 日直接会場へ　 問先一郷土
博物館B3620 ―9393

綾瀬川流域　クリーン大作戦
ゲ ー ム も

あるよ…

建設省、東京都、埼玉県 と川口、
越谷 、草加、八 潮の各市および 鳥
飾 、足立の両区で は、毎年秋に 協
力し て、綾瀬川 流域の清掃等を一
斉に行 ってい ます。足立区では 、
建設省、葛飾区お よび足立区水 と
緑 の公社と共に 、綾瀬川クリ ーン

キャンペーンを行います。皆さん
も、ぜひご参加ください。　日時
- 10月23日( 日) 、午前10時～午後
2 時　場所== 東綾 瀬公園　内容-
パネルや魚の展示 、ゲー ムなどを
予 定し てい ます　問先一千住本庁
舍・環境課S3882- 1111 ㈹

「あ だち広報」は再生紙を使用し てい ます N. H. K. 　240, 000


